
 

多
く
の
人
々
が
主
に
三
大
都
市
圏
に
労
働
力
と

し
て
流
入
し
て
き
た
。
多
い
時
に
は
年
間
六
十 

業
を
通
じ
た
団
地
供
給
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

 

鳴
子
地
区
は
Ｕ
Ｒ
が
市
内
で
最
初
に
手
掛
け

大
学
（
医
学
・
薬
学
・
看
護
）
、
名
古
屋
学
院
大

学
（
リ
ハ
ビ
リ
）
、
名
古
屋
工
業
大
学
（
工
学
）

モ
デ
ル
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

 

特
 

 こ

にな

喜に

が集

きて

そ

をも

 

な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
？
日
本
は
一
九
五
四

年
以
降
二
十
年
近
く
高
度
経
済
成
長
を
続
け
、

多

の
人
々
が
主
に
三
大
都
市
圏
に
労
働
力
と

と
な
る
。
名
古
屋
市
内
で
は
猪
高
西
山
地
区
や

鳴
子
地
区
が
郊
外
に
お
け
る
土
地
区
画
整
理
事

業
を
通
じ
た
団
地
供
給
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

区
を
中
心
と
す
る
実
践
フ
ィ
ー
ル
ド
で
展
開
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
名
古
屋
市
立

大
学
（
医
学

薬
学

看
護
）
、
名
古
屋
学
院
大

け
あ
い
名
古
屋
」
の
副
代
表

を
、
ま
た
名
古
屋
学
院
大
学

の
教
員
と
し
て
「
な
ご
や
か

ル

組

特集
この２０

なり市民

に沸き、

集まるな

ている。

そうした

もち、実

社
会

 

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
化 

建
設

年
代
後

始

が
、
筑
波
や
高
蔵
寺
、
泉
北
や
多
摩
な
ど
の
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
は
、
一
九
六
十
年
代
が
主
流

文
部
科

省

未
来

療
研
究
人
材
養
成
拠

形
成
事
業
」
の
「
リ
サ
ー
チ･

マ
イ
ン
ド
を
持
っ

た
総
合
診
療
医
の
養
成
」
に
む
け
て
、
鳴
子
地

ル

提
示

希

社
会

く
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

筆
者
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
す

『都
１４年は

生活への

この東海

ど、それ

 

社会情勢

践してい

増
加
率
と
予
測
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

右
の

よ
う
な
会
話
は
大
都
市
の
至
る
所
で
交
わ
さ
れ

る
社
会
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
鳴
子
団
地

 

千
里
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
建
設
は
一
九
五
十
年
代
後
半
か
ら
始
ま
る

来
医
療
人
材
の
育
成
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

等
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
年
度
か
ら
五
年
間
、

文
部
科
学
省
「
未
来
医
療
研
究
人
材
養
成
拠
点

必
要
と
な
ろ
う

今
後
、
次
代
を
見
据
え
た
新
し
い
暮
ら
し
モ

デ
ル
を
提
示
し
て
、
希
望
の
も
て
る
社
会
を
つ

都市
は、私た

の影響が

海エリア

れまでの

勢が変化

いこうと

府
四
県
で
あ
る
。
ト
ッ
プ
の
神
奈
川
県
は
実
に

八
十
三
％
、
第
五
位
の
愛
知
県
は
六
十
五
％
の

増
加
率
と
予
測
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
の

形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

 

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
鳴
子
団
地

「
な
ご
や
か
モ
デ
ル
」の
取
り
組
み 

 

そ
の
た
め
に
は
Ａ
Ｉ
Ｐ
の
質
を
保
証
す
る
未

来
医
療
人
材
の
育
成
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

活
圏
」
の
実
現
も
可
能
で
は
な
い
か
。
五
年
後
、

「
な
ご
や
か
モ
デ
ル
」
事
業
を
継
続
す
る
場
も

必
要
と
な
ろ
う
。

市創造
たちの暮ら

が懸念され

アに目を向

の混沌と

化する中で

という動き

え
る
都
道
府
県
は
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千

葉
県
、
東
京
都
、
愛
知
県
、
大
阪
府
の
一
都
一

十
年
も
経
過
す
る
と
そ
こ
に
住
み
続
け
る
階
層

も
登
場
し
、
積
も
り
積
も
っ
て
高
齢
化
団
地
を

で
あ
る
。 

 

び
子
育
て
支
援
の
拠
点
を
整
備
し
て
、
名
古
屋

市
が
唱
え
る
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
「
駅
そ
ば
生

造の
らしに様

れる一方

向ければ

した経済

で、我々

きが生じ

者
は
過
疎
地
で
は
な
く

大
都
市
で
激
増
す
る

二
〇
〇
五
年
を
基
準
に
三
十
年
後
に
は
高
齢
者

は
約
四
十
五
％
増
加
す
る
が
、
五
十
％
以
上
増

あ
る

他
方

賃
貸
住
宅
は
若
い
世
帯
が
入
居

し
、
一
定
期
間
後
住
み
替
え
て
い
く
の
で
、
若

い
世
帯
が
暮
ら
す
場
で
あ
る
の
だ
が
、
四
、
五

て
い
る

住
民
の
意
向
は
「
住
み
慣
れ
た
場
所

で
ず
っ
と
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
」
（A

g
i
n
g
 
i
n
 

P
l
a
c
e

＝
Ａ
Ｉ
Ｐ
）
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
構
築

プ
ホ

ム
や
母
子
家
庭
の
居
住
な
ど
を
担
う
立

体
型
「
福
祉
長
屋
」
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

桜
通
線
鳴
子
北
駅
が
で
き
、
高
齢
者
支
援
お
よ

の新
様々な影響

方で、日

ば、２０

済、社会

々のまち

じてきて

高
齢
化
問
題
は
大
都
市
問
題 

超
高
齢
社
会
は
目
前
に
迫
っ
て
お
り
、
高
齢

者
は
過
疎
地
で
は
な
く
、
大
都
市
で
激
増
す
る
。

子
ど
も
が
世
帯
分
離
し
て
、
高
齢
者
夫
婦
や
単

身
高
齢
者
が
集
住
す
る
エ
リ
ア
と
な
り
が
ち
で

あ
る
。
他
方
、
賃
貸
住
宅
は
若
い
世
帯
が
入
居

十
六
万
人
か
ら
二
○
四
十
年
に
は
七
十
三
万
人

に
三
倍
増
、
構
成
比
率
で
２
倍
強
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。
住
民
の
意
向
は
「
住
み
慣
れ
た
場
所

居
住
者
同
士
が
共
同
生
活
で
き
る
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ
ハ
ウ
ス
と
し
て
再
編
し
て
、
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や
母
子
家
庭
の
居
住
な
ど
を
担
う
立

新潮
響、変化

本一の

２７年開

の風潮か

づくりの

いる。こ

て
怖
い
わ
。
お
年
玉
も
か
か
る
し
…
…
」 

 

高
齢
化
問
題
は
大
都
市
問
題

と
と
も
に
高
齢
者
や
年
金
生
活
者
が
一
気
に
増

加
す
る
。
特
に
戸
建
住
宅
は
、
定
住
性
が
高
く
、

子
ど
も
が
世
帯
分
離
し
て
、
高
齢
者
夫
婦
や
単

終
末
期
も
含
め
、
在
宅
医
療
が
中
心
に
な
っ
て

く
る
。
病
院
以
外
で
の
死
亡
は
二
○
〇
九
年
二

十
六
万
人
か
ら
二
○
四
十
年
に
は
七
十
三
万
人

続
け
た
い
希
望
が
高
く
、
今
後
こ
れ
ま
で
以
上

に
高
齢
問
題
が
顕
在
し
て
く
る
。
そ
う
な
ら
、

居
住
者
同
士
が
共
同
生
活
で
き
る
コ
レ

テ
ィ

流』
化がもた

「富士山

開通を目

からにわ

の現場で

ここでは

だ
卆
寿
を
祝
っ
て
も

っ
た
が
ね
」
女

孫
は

お
る
の
？
」
男
「
も
う
ひ
孫
ま
で
お
る
」
女
「
可

愛
い
で
し
ょ
う
？
」
男
「
中
学
生
で
勢
い
あ
っ

供
給
や
保
留
地
処
分
に
よ
る
戸
建
住
宅
（
用
地
）

供
給
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
同
一
の

年
齢
層
が
一
気
に
入
居
し
て
く
る
の
で
、
時
間

仲
間
づ

な

が
あ
が
っ
て
い
る

 

 

今
後
、
要
支
援
・
要
介
護
者
が
確
実
に
増
加

す
る
。
病
院
や
施
設
で
の
対
応
は
限
界
が
あ
り
、

の

え
戻

住
宅
や
民
間
等
に
よ
る
住
宅
供
給

生
活
利
便
施
設
等
に
活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。 

残
存
住
戸
で
は
、「
終
の
棲
家
」
と
し
て
住
み

』未

たらされる

山」の世界

標にリニ

わかに新た

でも、新た

は、そうし

十
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
ね

彼
女
は
七
十
七

七
十
超
え
り
ゃ
皆
一
緒
」
男
「
ワ
シ
も
こ
な
い

だ
卆
寿
を
祝
っ
て
も
ら
っ
た
が
ね
」
女
「
孫
は

の
で

日
本
住
宅
公
団
（
現

都
市
再
生
機
構

＝
Ｕ
Ｒ
）
は
用
地
買
収
を
し
つ
つ
、
賃
貸
住
宅

供
給
や
保
留
地
処
分
に
よ
る
戸
建
住
宅
（
用
地
）

所

生
活
雑
多
支
援
（
水
漏
・
清
掃
等
）

専
門

相
談
（
法
律
、
相
続
、
住
宅
）
、
交
流
サ
ロ
ン
や

仲
間
づ
く
り
な
ど
が
あ
が
っ
て
い
る
。

賃
貸
住
宅
の
三
分
の
一
は
耐
震
補
強
の
う
え
残

存
さ
せ
、
残
り
三
分
の
二
は
住
棟
の
取
り
壊
し

の
う
え
戻
り
住
宅
や
民
間
等
に
よ
る
住
宅
供
給
、

未来に

る転換機

界文化遺

ニア中央

たな流れ

たな時代

した新潮

は
元
気
な
証
拠
」
男
「
お
嬢
さ
ん
達
は
若
そ
う

だ
け
ど
、
六
十
ぐ
ら
い
か
ね
？
」
女
「
も
う
七

十
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
ね
。
彼
女
は
七
十
七
。

が
す
す
め
ら
れ
た
。
住
宅
難
解
消
に
向
け
て
大

量
の
住
宅
供
給
が
社
会
ニ
ー
ズ
と
し
て
あ
っ
た

の
で
、
日
本
住
宅
公
団
（
現
、
都
市
再
生
機
構

病
気
、
緊
急
事
態
、
死
亡
、
家
計
が
四
大
要
素

で
あ
る
。
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
安
心
診
療

所
、
生
活
雑
多
支
援
（
水
漏

清
掃
等
）
、
専
門

Ｕ
Ｒ
は
、
目
下
鳴
子
団
地
の
再
生
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
比
較
的
住
戸
面
積
の
大
き
い

賃
貸
住
宅
の
三
分
の
一
は
耐
震
補
強
の
う
え
残

向けた

機の年でも

遺産登録や

央新幹線の

れが生まれ

代に向けて

潮流の動き

男

腹
減

食

ぜ
ん
ざ
い
ま
で
頼
ん
だ
わ
」
他
人
で
あ
る
隣
席

の
女
友
達
二
人
の
う
ち
一
人
「
食
べ
ら
れ
る
の

超

流
入

受

皿

郊
外
で
の
土
地
区
画
整
理
事
業
や
団
地
開
発
、

そ
し
て
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
大
規
模
団
地
）
開
発

高
齢
化
に
対
応
し
た
社
会
づ
く
り 

 

鳴
子
地
区
の
高
齢
者
に
と
っ
て
の
不
安
は
、

入

績

 

「
な
ご
や
か
モ
デ
ル
」
と
ま
ち
づ
く
り 

た ま

もあると

や２０２

の整備が

れ、その

て、今ま

きに関す

 

街
角
甘
味
処
で
の
会
話 

男
「
腹
減
っ
て
、
食
事
だ
け
で
は
足
り
ん
で
、

万
人
を
超
え
、
名
古
屋
都
市
圏
で
も
六
万
人
を

超
え
る
流
入
が
あ
っ
た
。
そ
の
受
け
皿
と
し
て
、

ウ
ン
は
オ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
化
し
て
お
り

大
都
市
の
高
齢
社
会
の
縮
図
を
形
成
し
て
い
る
。 

Ｏ
が
存
在
し

そ
こ
が
名
古
屋
市
立
大
学
の

医
・
薬
・
看
の
学
生
の
地
域
参
加
型
学
習
を
受

け
入
れ
て
い
た
実
績
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

 特

まちづ

と思える

２０年の

が公表さ

の勢いが

まで以上

する話題

  
 

子
地
区
は
人
口
が
増
加
し
、
団
地
の
高
齢
化
率

も
二
％
に
も
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
は
オ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
化
し
て
お
り
、

た
地
区
で
あ
る
と
と
も
に
、
十
六
年
に
わ
た
り

地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
存
在
し
、
そ
こ
が
名
古
屋
市
立
大
学
の

古
屋
市
緑
区
）
を
実
践
フ

ル

と

て

総
合
診
療
医
の
育
成
や
コ
ミ

ニ

テ
ィ
の
再
生
を
図
る
「
な
ご
や
か
モ
デ
ル
」
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
。
希
望
の
持

て
る
新
し
い
暮
ら
し
の
提
示
と
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

SPACIA

特集：

づくり

。消費税

の東京五輪

され、名古

がそのまま

上によりよ

を提供し

  

  

西
山
・
鳴
子
・
沓
掛
の
三
地
区
を
実
態
調
査
し

た
こ
と
が
あ
る
。
当
時
（
一
九
七
五
年
）
の
鳴

実
践
フ
ィ
ー
ル
ド
が
鳴
子
地
区
で
あ
る
の
は
、

前
述
し
た
と
お
り
高
齢
社
会
の
課
題
が
凝
縮
し

構
築

名
古
屋
市
立
大
学
（
医
学
・
薬
学
・
看
護
）

名
古
屋
学
院
大
学
（
リ
ハ
ビ

リ
）
、
名
古
屋
工
業
大
学
（
工
学
）
の
三
大
学
五
学
部
が
連
携
し
て
、
鳴
子
地
区
（
名

古
屋
市
緑
区
）
を
実
践
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
総
合
診
療
医
の
育
成
や
コ
ミ
ュ
ニ

IA RUBA

都市

キー

税が１７

輪開催決

古屋駅周

ま２０１

よいまち

していき

   

  

賃
貸
住
宅
団
地
の
超
高
齢
化
問
題
が
あ
る

団

地
の
高
齢
化
率
は
四
割
を
超
え
、
う
ち
半
数
は

独
居
世
帯
で
あ
る
。
筆
者
は
四
十
年
近
く
前
に

て
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で
あ
る

こ
れ
を
「
な

ご
や
か
モ
デ
ル
」
と
称
し
、
そ
の
深
化
と
敷
衍

が
課
題
で
あ
る
。 

 

迫
り
く
る
超
高
齢
社
会
。
高
齢
者
の
希
望
は
「
住
み
慣
れ
た
場
所
で
ず
っ
と
そ

の
人
ら
し
く
暮
ら
す
」
（
（A

g
in

g
 in

 P
la

c
e

＝
Ａ
Ｉ
Ｐ
）
こ
と
の
で
き
る
社
会
の

構
築
。
名
古
屋
市
立
大
学
（
医
学
・
薬
学
・
看
護
）
、
名
古
屋
学
院
大
学
（
リ
ハ
ビ

ADUB Vo

市創造

ワー

７年ぶりに

決定で国内

周辺開発に

４年に現

ちづくりへ

きたい。

  
 

代
前
半
か
ら
始
ま
り
、
古
い
も
の
で
五
十
年
以

上
経
過
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
戸
建
住
宅
地
と

賃
貸
住
宅
団
地
の
超
高
齢
化
問
題
が
あ
る
。
団

て
、
現
地
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
現
場
と
密
着
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
な

高
齢
社
会
に
お
け

新

い
暮

モ

ル
井
澤 

知
旦  

ol.17 20

造の新潮

ド 
に増税

内は歓

に注目

現れて

へ意識

  

  

貸
住
宅
と
約
三
百
五
十
戸
の
戸
建
住
宅
用
地
を

Ｕ
Ｒ
が
直
接
供
給
し
た
。
入
居
は
一
九
六
十
年

代
前
半
か
ら
始
ま

、
古
い
も
の
で
五
十
年
以

進
、
未
来
医
療
技
術
の
導
入
活
用
、
学
生
参
加

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
を
四
つ
の
柱
と
し

て
、
現
地
に
コ

ュ
ニ
テ
ィ

ヘ
ル
ス
ケ
ア
教

超
高
齢
社
会

な
ご
や
か
モ
デ
ル
」

～
高
齢
社
会
に
お
け
る
新
し
い
暮
ら
し
モ
デ
ル
を
～
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た
郊
外
団
地
で
あ
る
。
約
六
十
七
㌶
を
土
地
区

画
整
理
事
業
で
整
備
し
、
約
二
千
二
百
戸
の
賃

の
三
大
学
五
学
部
が
連
携
し
て
、
総
合
診
療
医

の
育
成
、
多
職
種
連
携
に
よ
る
在
宅
医
療
の
推

超
高
齢
社
会
と
「
な
ご
や
か
モ
デ
ル
」

   

1 

 


